



































































　今回の学外研修には、2 年生 21 名、3 年生 26 名（中国・山西大学からの交換





















































































































































　この書籍は 19 世紀に筆写された満洲語訳の新旧約聖書で、全 5 冊からなる。
作業用紙には「満洲族が建てた清の時代には、満洲語（満洲文字）で書かれた書
物も出版されていました。この書物は新約聖書、旧約聖書を満洲語に翻訳したも































































いる。石は 1 つ 1 つ丁寧に彫られているため、時間をかけて並べている。正確に
印刷されているため、隙間なく埋め込まれている」（OK）。「手書きでかいたも
のを、水や油などを使い、写し絵的な感じで作成した」（IH）。「木の板をけずっ


































B 破壊防止のため（7 件）、C 祭祀のため（3 件）、D 風水のため・よい土地だから（6






















































































　A 文書形態（5 件）、B 画法（5 件）、C 服装（13 件）、D 髪型・帽子（7 件）、
E 農耕・採集（4 件）、F 祭祀・宗教活動（6 件）、G 居住地（3 件）、H 女性によ
る囲碁（4 件）。その他に、武器・楽器・かご・女性の紡織・道具について各 1
件の指摘があった。





































　作業用紙には「湯島聖堂とは ? 自分が特に見たいものは ?」と記し、事前に記
入してもらった。内容のあるコメントをした学生は23名おり、その内容を見ると、

















　作業用紙には「小石川後楽園とは ? 自分が特に見たいものは ?」と記し、事前
に記入してもらった。内容のあるコメントをした学生は 17 名おり、その内容を































　設問 1 については、45 名全員より回答があった。言及のあった対象を整理す
96
ると、A 東洋文庫（37 件）、B 東洋文庫書庫（16 件）、C 東洋文庫ミュージアム（18









































































（2）設問 2「今回の研修の内容に興味を持ちましたか ? 該当するものにマルをし
て下さい」について
　この設問については、45 名全員から回答があり、はい 31 名（69%）、まあま









回回風俗図（3 件）、由潭黄氏宗譜（2 件）、河口慧海請来大蔵経（3 件）、史記（1































































⑵　なお、展示室には、1917 年に岩崎久彌氏が北京駐在の G. E. モリソン博士からまとめ
て購入した 2 万冊のモリソン・コレクションが展示されている「モリソン書庫」もある。










⑸　内訳は以下のとおり。展示法（16 件）。紂王・妲己（3 件）。始皇帝（4 件）。劉邦・呂后（2 件）。
三国志（3 件）。玄宗皇帝（1 件）。徽宗皇帝（2 件）。西太后（1 件）。李自成・鄭成功（1
件）。中国の刑罰（1 件）。佛郎王歌（1 件）。誥命（4 件）。アヘン吸引者とばくち打ち（1
件）。日本昔噺（1 件）。ターヘル・アナトミア（1 件）。源氏物語（1 件）。妖怪（3 件）。
⑹　『満文附注新旧約聖書』。請求記号 :MA2-20-8。
⑺　「河口慧海請来大蔵経」。請求番号 : 蔵外文献 333 など。前掲『記録された記憶』第 4 章
「チベット大蔵経」参照。
⑻　『杜工部集』。請求記号 : 貴重書 XI-3-A-d-50。前掲『記録された記憶』第 2 章「杜工部集」
参照。
⑼　『由潭黄氏宗譜』。請求記号 : 貴重書 XI-3-B-28。
⑽　「回回風俗図」。請求記号 :VI-1-9。
⑾　「苗冊（苗族風俗図）」。請求記号 :II-11-K-22。
【追記】東洋文庫の書庫の見学に関しては、図書部課長の瀧下彩子氏をはじめ、東洋文庫
関係者の方々に様々なご協力を賜った。また、旅行の手配については、京王観光株式会社
調布支店の佐藤透氏に色々とご配慮頂いた。記して感謝申し上げたい。
